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配当額

記念配当(70周年)

DOE 2%の場合の配当





「なくてはならない」を、届けつづけるために。

キッチンの火から、一日がはじまり。おふろのお湯で、一日が終わる。
ノーリツが届けてきたのは、あたりまえで欠かせない毎日の大切なシーン。
その価値を、途切れさせることなく、より「なくてはならない」ものにするために。
いまあるものを見つめ、どこまで深化させていくことができるのか、取り組みます。

「なくてはならない」を、新しくつくるために。

日本だけでなく、世界という「成⾧市場」で。研究開発やものづくりにおける「新価値創造」で。
家庭向けに留まらない、新しい「領域」で。お客さまとの新しい「つながり方」で。
持続可能な社会の実現に向けた「社会課題解決」で。新しい「なくてはならない」をつくるために。
常識を捨て、あらゆる可能性をどこまで探索していくことができるのか、取り組みます。
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2022
2020
2019

2013

2015

2009

1997
2002

2011

2030
2050

低炭素社会の実現
脱炭素社会の実現



2020年12月開示 2030年目標
事業活動を通じた
低炭素社会の構築

国内事業所によるCO2
排出量を2030年までに

30％ 削減
（2018年度比）

事業活動を通じた
低炭素社会の構築

国内事業所によるCO2
排出量を2030年までに

50％ 削減
（2018年度比）

ゼロ化

2022年改定 2030年新目標

2022年設定 2050年新目標

製品を通じた
低炭素社会の構築

国内で製造・販売する製品使用時の
CO2排出量を2030年までに

15％ 削減
（2018年度比）

製品を通じた
低炭素社会の構築

国内で製造・販売する製品使用時の
CO2排出量を2030年までに

30％ 削減
（2018年度比）

脱炭素社会の構築
事業所・製品とも海外を含む
CO2排出量を2050年までに



水素インフラ整備

CO2排出量

脱 炭素化フェーズ低 炭素化フェーズ
2018年 2030年 2050年

▲50%
（国内のCO2削減目標）

CO2排出量

徹底的な省エネ活動の推進

創エネ促進

国内生産事業所
RE100達成

カーボンニュートラルガス・水素等の活用

海外含む全事業所
RE100達成

▲30%
（国内のCO2削減目標）
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